
【高学年分科会】

１．研究テーマについて

(1) 学習意欲をもって取り組ませる指導の工夫

① 課題の図形が簡単すぎると意欲がわかない

と考え、適度に難しい図形にしてみた。

② 発表の際、解き方のよいところを認め、さ

らなる意欲を引き出そうと考えた。

(2) 算数のよさを味わわせる指導・自ら見通しを

持ち、筋道立てて考える力を養う指導の工夫

① 個々の考えが生かせ、多様なやり方が考え

られるよう、課題の図形をやや複雑にしてみ

た。

② 解決方法を類型化することにより、一般的

な解決方法を導かせるようにした。それが算

数のよさとして、児童が認識できるのではな

いかと考えた。

③ 長さの量感が養えるよう、図形の長さを測

定する際、定規を使わないようにした。

２．研究授業

授業者

講 師

(1) 日 時 平成 7 年 11 月 15 日（水）

(2) 単 元 名 四角形と三角形の面積

(3) 指導計画（16 時間）

第 1 次 平行四辺形の面積 （3 時間）

第 2 次 三角形の面積 （3 時間）

第 3 次 いろいろな四角形の面積（3 時間）

第 4 次 練習 （1 時間）

第 5 次 面積の求め方のくふう （4 時間）

第 6 次 練習 （2 時間）

(4) 本時の目標

・曲線で囲まれた図形の面積を概形でとらえて、

概測することができる。

・既習の図形に帰着して、面積を求めようとす

ることができる。

(5) 本時の展開（第 5 次 第 4 時）

学習活動・主な発問指示・児童の反応 留意点・教師の手立て・評価の観点

１．学習課題を把握する。

学習課題 ・物語のようにして話す。

小びとの国の ・定規など使わないことを指示する。

およその面積 ・児童の希望に応じて厚紙を渡し直線が引けるよ

を求めよう。 うにする。

・印刷した図形を配布する。

２．見通しを持ち、自力解決する。

Ｃ１平行四辺形 Ｃ２大きい長方形から 評価

小さい長方形を引く 既習の図形でとらえて求積しているか。

・Ｃ１・Ｃ２・Ｃ４の児童については、いくつか

の図形に分割してより正確に面積を出せないか

考えさせる。



Ｃ３方眼で考える Ｃ４台形 ・Ｃ３の児童には、簡単な方法として概形にとら

えることに気づかせる。

・Ｃ５の児童には、今までに学習した図形に直せ

ないかと助言する。

Ｃ５概形がとらえられない。 ・Ｃ６の児童には、手や指を使って測れないか考

Ｃ６長さの計測がわからない。 えさせる。

Ｃ７わからない。 ・Ｃ７の児童には既習の図形を思い出させ似てい

る図形を考えさせる。

３．発表・検討 評価

「自分の考えを発表してください。」 それぞれの考えの共通点を見つけ、既習の

Ｃ１～Ｃ４ それぞれのやり方を発表する。 図形に直すことのよさがわかる。

「それぞれの考え方でいいなと思ったところはどこ

ですか。」

Ｃ１・Ｃ２・Ｃ４ 簡単です。正確に出せる。 ・方眼を数えさせることにより、方眼で求めるこ

教師がおよその面積を知らせる。 との限界を知らせ、既習の図形にとらえて概測

するよさを感得させる。

４．まとめ

「今日の学習でわかったことや感想をノートに書き

なさい。」

Ｃ：ぐにゃぐにゃの形でも面積が出せる。

Ｃ：今までの求め方で面積が出せる。

(6) 協議会より

・方眼の方法はねらいとあっていない。方眼を

後回しにしたらよかった。

・量感を大切にするなら、長さを確認するべき

である。

・概形に捉えること量感について矛盾があるの

ではないか。

(7) 講評

・量感を育てる、概測の経験をさせるなど、方

向としてはよい。

・概形をとらえるのに子どもはあまり慣れてい

ない。

・面積の確認はものさしを使って概形から導き

出す方が目的にあっていた。


